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編集室から

ITの技術革新とグローバリゼーションの波が地球をのみ込んでいる。各国の政治経済の

根本的相違は、今後も存続するのか。それとも、統合していくのか。新古典派経済学的な

見方では、各国の市場経済はやがて一つの共通モデルへと収斂するという。

これに対し真っ向から対立する見解を提示し、資本主義の多様性の概念を打ち出したの

が本書である。各国の政治経済は、それぞれ独自の制度的枠組みの下で、国ごとに異なっ

た資本主義形態を生み出し、こうした複数のモデルが比較優位をもつことを明らかにした。

編者らは、企業を分析の中心に置く。企業は活動をするうえで資金、労働者、取引先を

めぐる様々な問題を調整（コーディネート）しなければならない。それを上手く処理し、企

業がそれぞれのコンピタンスを展開することで、その国の経済全体が上向くのである。

コーディネーション問題の解決には、二つのタイプがある。市場に依存する程度が大き

い「自由な市場経済」と、その程度は小さく非市場的な協力関係を重視する「コーディネ

ートされた市場経済」である。英米などアングロサクソン諸国は前者に、ヨーロッパ大陸

の多くの国々や日本は後者に分類される。一口に資本主義といっても市場経済の形は異な

る。どちらもが比較優位をもち、今後も共存していくというのである。

その理論的根拠が詳細に述べられている。編者らは各国の諸制度、特に教育訓練制度、労

働市場制度、コーポレートガバナンスの仕組み、企業間の関係の4つを取り出す。企業はこ

の中に埋め込まれていて、それぞれが比較優位をもち、これを比較制度優位と呼ぶ。

自由な市場経済の国々の特徴は、高度な一般的技能をもつ人たちの厚い層、フレキシブ

ルな労働移動、短期的な収益性の重視、企業買収の容易さ、ドライな企業間関係である。企

業は人材を引き抜いたり、企業を買収したりして、新しい技術を容易に獲得できる。従っ

て、半導体、バイオ、ソフトなどのラジカルな製品のイノベーションに強みをもつ。

これに対し、コーディネートされた市場経済の国々の特徴は、ある企業や産業に限定さ

れた特殊的技能をもつ労働者の長期雇用、手厚い社会保護、忍耐強い資本、稠密な企業間

ネットワークである。生産プロセスの絶えざる改善といった漸進的なイノベーションが得

意で、自動車やエレクトロニクス製品といった多品種大量生産に強み、比較優位をもつ。

原書は2001年に出版され、大きな反響を呼んだ。今回の翻訳に当たり、編者の序文が寄

せられている。日本はバブル崩壊後の15年に及ぶ経済危機の結果、資本主義にも現実に重

要な変化が発生し、アングロサクソン型へ向かうと見られがちだが、「実質的にはコーディ

ネートされており、政治経済の中核的要素は依然として変わらないまま」としている。

日本の戦後の資本主義を、護送船団資本主義という言葉でひと括りにして否定しがちだ

が、そんな単純なものでないことが分かる。長期不況を克服した今こそ、市場主義一辺倒

でなく、資本主義の多様性を認め、真の日本型資本主義を再構築する時期に来ているのだ

と思う。日本のM&Aを考えるうえでも、日本独自の視点が大事なのだろう。（青）

編集後記
今月号に登場していただいたドトール・日レスHD会長の大林豁史さんとは、実は大学の教養学部時代の2年

間、同じクラスで学んだ同級生です。当時、彼は着る物もあか抜けていて、見るからにブルジョア家庭の子弟。

今の言葉でいえば、セレブです。つましいサラリーマン家庭に育った私にはまぶしい存在でした。

その後、進んだ学部は違い、交際もなく、卒業後は、彼が経営するレストランで開かれたクラス会で1回会

った程度でした。今回、駆け足で彼の足跡をたどりました。大学のレッテルにしがみつかず、リスクを取り、細

心に、ルールを遵守しながら歩んできた男。当時は、外見に反発して目も向けようとしなかった内面を、初め

て知りました。人生も晩年を迎え、こうしてインタビューする側とされる側に分かれて再会できる。これも仕

事をしているおかげと、感謝している次第です。（開）
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